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う
る
ま
市
の
合
併
一
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、５
月
11
日
の
具
志
川
ジ
ャ
ス
コ

の
市
物
産
展
を
皮
切
り
に
５
月
の
間
、

新
報
移
動
編
集
局「
う
る
ま
ウ
ィ
ー
ク
」

と
し
て
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
市
公
共
施

設
等
を
利
用
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
庁
で
は
、報
道
写
真
展
、具
志
川
じ

ん
ぶ
ん
館
は
四
コ
マ
漫
画
教
室
、市
民
芸

術
劇
場
は
花
や
か
ら
公
演
、地
域
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、市
民
か
ら
健
康
長

寿
に
対
す
る
要
望
や
意
見
が
多
く
出
さ

れ
、健
康
に
対
す
る
感
心
の
高
さ
を
知
る

良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、海
中
道
路
で
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ

ン
大
会
、あ
や
は
し
館
で
は
地
元
産
品
の

も
ず
く
、人
参
、黄
金
芋
、島
ら
っ
き
ょ
う

な
ど
を
使
っ
た
14
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
を
食

べ
て
も
ら
い
地
元
産
品
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
あ
や
は
し
健
交
食
堂
を
オ
ー
プ

ン
。
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
、用
意

し
た
３
０
０
食
分
が
あ
っ
と
い
う
間
に
売
り

切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

合併１周年記念うるまウィーク

　６月４日、石川会館でうるま市民踊団体連絡協議会
の第１回発表会が行われました。同会は去年の５月に
発足。約８００名の会員の皆さんは、踊るからこそ楽し
いを合言葉に老若男女誰でも踊れる「民踊」を、時には
健康づくりのため、時には仲間とのコミュニケーションの
手段として楽しみながら活動を続けています。
　それぞれの団体が稽古を積んできた民踊を披露。女
性はもちろん男性の踊り手も多く、慣れない舞台で緊張
した表情ながら、本当に楽しそうに踊っていました。
　最後は舞台と会場が一つになり、全員で「うるま踊連」
の唄にあわせて踊りを楽しみました。

す
る
て
ぃ
・
踊
ら
な
！▲石川会館で行われた誰でも踊れる『民舞』を楽しく踊る参加者ら

▲グスク巡り伊波城での説明の一場面▲本庁ロビーには約１００点の報道写真を展示▲うるま市カップウィンドサーフィン大会の様子

▲将来の漫画家が大集合！四コマ漫画教室

▲市民芸術劇場で行われた花やから公演の一場面 ▲健康長寿のまちづくりフォーラムで質問に答える知念恒男うるま市長

▲
会
場
か
ら
は
多
く
の

　

意
見
や
質
問
が
出
ま
し
た

▲健交食堂での地元産品を
　利用したメニューと食事を
　楽しむ多くの観客

う
ど
ぅ

うどぅいしんか

いひちゃー川で遊ぼう！

夏の到来告げるハーリー鐘が鳴り響く

　川遊びをとおして環境に対する意識を育んでもらおうと
５月２１日、ＮＰＯいひちゃー川を蘇生させる会主催の環
境イベントが、石川川上流で開催されました。参加した子
どもたちは、川に飛び込んで小魚を追っかけたり、カヌー
や乗馬を楽しんだりと全身を使って自然を満喫しました。
　同会は毎月第３日曜日を「石川川清掃の日」として、石川
中学校の生徒やＰＴＡのボランティアを中心に清掃活動
を続けています。

　市内で水辺の事故や人命救助等のライフセービ
ングの普及活動を行っているＮＰＯ法人潮花の会
（東江宗典会長）による、海の文化とアウトリガーカ
ヌーの親子無料体験学習会が、５月２６日海の文
化資料館近くの海岸で実施されました。
体験学習には、市内から９組の親子が参加。
カヌーの体験試乗のほか、実際に海や川などで事
故や災害にあった人を救助する方法や自分自身も
巻き込まれなようにするためのライフセービングに
ついてレスキューボードを利用して学びました。

海 

神 

祭

海 

神 

祭

ラ
イ
フ
・
セ
ー
ビ
ン
グ
を

親
子
で
学
ぶ
！

　

夏
の
到
来
を
告
げ
、海
人
た
ち

の
大
漁
・
航
海
安
全
を
祈
願
し
て

行
わ
れ
る
ハ
ー
リ
ー
大
会
が
６
月

４
日
与
那
城
の
平
安
座
、桃
原
、

屋
慶
名
の
港
で
、11
日
に
は
勝
連

浜
の
港
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ハ
ー

リ
ー
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
る
与

勝
地
域
は
、地
元
は
も
と
よ
り
県

内
各
地
か
ら
多
く
の
チ
ー
ム
が
参

加
。
太
鼓
や
銅
鑼
が
鳴
り
響
く

中
、見
事
な
カ
イ
さ
ば
き
で
海
面

を
疾
走
す
る
舟
、バ
ラ
バ
ラ
で
う
ま

く
進
ま
な
い
舟
な
ど
、応
援
に
訪

れ
た
多
く
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

▲レスキューボードに乗り、訓練を受ける子どもたち

▲いひちゃー川での川遊びを楽しむ子どもたち

▲６月４日開催平安座ハーリーより見事なカイさばきを見せる参加チーム

▲６月４日開催桃原ハーリーより ▲平安座ハーリーより・ヒヤー！ハーリーは
　婦人らも心躍ります！

▲ハーリー大会応援には
　ドラ鐘が必需品

▲６月４日開催屋慶名ハーリーより

▲６月11日開催浜ハーリーより▲屋慶名ハーリーで
　カチャーシーを踊る
　地元の婦人

ハ
ー
リ
ー
大
会

ハ
ー
リ
ー
大
会

あがりえむねのり
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